
資料１

令和３年度
「海老名市の小学校給食」は

大きく生まれ変わります。



目指すべき海老名市の「魅力ある学校給食」の方針
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海老名の子どもたち、
ひとりひとりの「おいしい笑顔」のために！

・多様な食材を使った新しい献立の作成
・「地産地消」による旬の食材を活用
・行事食、伝統食、イベント給食、特別給食の推進
・発達段階に合わせた食の指導の充実

海老名市学校給食検討委員会の検討内容を踏まえ、今後目指していく学校給

食の基本理念等を定めます。

基本理念

基本方針

資料２



目指すべき海老名市の「魅力ある学校給食」の方針

・多様な食材の活用
・食材を生かした味付け、調理の工夫
・できたて、温かなものの提供

・安心・安全・新鮮な食材の活用
・季節感を意識した旬の食材の活用
・地産地消の推進

・子どもたちが「食べたくなる献立」の工夫
・「慣れ親しませたい味」「伝えたい味」の
提供

・行事食、特別給食の充実

・食の恵や生産者へ感謝する気持ちの醸成
・「食すること」「食を通して」の学びの充実
・家庭と連携した食の学び

基本計画

「魅力ある学校給食」
推進の４本柱
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おいしさ

食 材

献 立

食 育
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・さらに「魅力ある給食」を目指すため、日常的な献立の工夫に加え、各種行事や
イベント（ラグビーW杯、オリンピック・パラリンピック）などに関連した新たな
献立の開発などに、継続的に取り組む。

・地産地消の推進や季節を感じられる食材の積極的な活用、給食調理施設の見学な
どを通じ、「食に関する指導の充実」に取り組む。

・上記を実現するために、「適正な給食費の水準」に関し、研究・検討を進める。
なお、その際には、保護者等に対し、丁寧な説明を行う。

海老名市学校給食検討委員会での検討
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今後の学校給食のあり方について、様々な視点で協議を重ね、
小学校給食の今後の方針については、下記のとおり定めました。

構成メンバー
学識経験者、保護者代表、小中学校代表、教育委員会など
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・平成21年度の改定以降、1２年間変更がなく、据え置いております。
・この間、消費税率が引き上げられるとともに、食材の物価が高騰しています。

現状

食材価格の経年推移
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小学校給食費の適正化に向けての考え方
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とても高くなってるにゃ
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課題 ・主食及び牛乳単価の上昇に伴い、おかずに充てられる給食費は制限され
ています。

小学校給食費の適正化に向けての考え方
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主食
（米飯・パン）

牛乳

副食
（おかず）

主食
（米飯・パン）

牛乳

副食

（おかず）

H21 R1
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小学校給食費の適正化に向けての考え方
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献立名
H21

（円）
R元年

（円）
変動率
（％）

ロールパン・牛乳・ポークシチュー・キャベツコーン
ソテー・アップルシャーベット

228.22 274.32 20.2

ごはん・牛乳・麻婆豆腐・和風チャプチェ・みかん 202.42 266.32 31.6

ごはん・牛乳・肉じゃが煮・豆サラダ 168.31 203.62 21.0

献立による価格変動（海老名市学校給食検討委員会報告書より抜粋）

20％以上も
上がってるにゃ
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・今後、目指すべき「魅力ある学校給食」を推進していく４本柱を踏まえる
とともに、前回改定時からの給食食材の物価上昇を考慮し、引き続き安心で
安全な学校給食を提供していくためには、小学校給食費の改定が必要である
と考えます。

学校給食費の改定額（素案）

改定前 年額 44,000円（月額 4,000円）年間185食（１食あたり237.84円）

改定後 年額 49,500円（月額 4,500円）年間185食（１食あたり267.57円）

小学校給食費の適正化に向けての考え方
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ただし、令和３年度につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による保護者
負担の軽減を考慮し、引き上げ分に対して一部を公費で負担します。

月額は、年額を夏休み期間を除く
１１か月で割った額となりますにゃ
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資料９
小学校給食費の適正化に向けての考え方

市 年額
（円）

月額
（円）

1食平均単価
（円）

年間食数
（回）

横浜市 50,600 4,600 269 188

川崎市 49,500 4,500 270 183

相模原市 47,300 4,300 260 182

横須賀市 49,500 4,500 261 190

藤沢市 49,500 4,500 277 179

厚木市 43,857 3,987 245 179

大和市 46,860 4,260 245 191

座間市 49,500 4,500 277 179

綾瀬市 48,400 4,400 259 187

海老名市 44,000 4,000 238 185

県内主要市及び近隣市の給食費の状況
（神奈川県ホームページ「令和元年度神奈川県内の学校給食実施状況」より抜粋）

注１ 月額とは、年額を夏休み期間を除く１１か月で割った額となります
注２ １食平均単価とは、年額を年間食数で割った額となります



小学校給食費におけるセーフティネット
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小学校給食費の見直しにより納付が難しい場合

・経済的な理由により学校給食費の納付が困難な場合は、給
食費や学用品費など学校生活に必要な費用を援助するスクー
ルサポート（就学援助）制度がありますので、就学支援課
（☎046-235-4921）までご相談ください。

・生活保護法に規定する要保護者に対し、その児童生徒の学
校給食費については、教育扶助の対象となります

気軽にご相談
くださいにゃ
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小学校給食費改定後の新たな取り組み（イメージ）
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特別メニュー

インターナショナル給食
（昨年度のラグビーW杯のように異国の食文化に
ついて理解を深める。）

パターン①

ふるさと給食
（地域における食文化や自然の恩恵に対する理
解を深める。）

パターン②

学校給食夢コンテスト
（市内小学校児童を対象に給食で食べてみたい
夢の献立を募集する。）

パターン③

2019 ラグビーワールドカップ

2020 土曜給食

わくわく
するにゃ
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食 材 費

調理に必要な施設
設備にかかる経費

人件費
光熱水費

小学校給食費の運用について

12

保護者の皆様の負担

海老名市の負担

給食の費用は誰が負担しているの？

・保護者の皆様にご負担いただいている給食費は、全て
給食食材の購入に充てています。

・調理に必要な施設や設備にかかる経費、人件費や光熱
水費などは全て市が負担しています

・今回の改定額については、全て学校給食での食材の購
入に充て、メニューの充実を図ってまいります。

（学校給食法第11条）
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今後も子どもたちにとって、「魅力あ
る給食」を提供できるように努めてま
いりますので、ご理解とご協力をお願
いします。


